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【ゾーン No. 地区名】

【1　  豊浦町・洞爺湖町及び

　　  黒松内町・長万部町の一部】

骨材ゾーン区分図

【6-1　苫小牧市丸山】

【7 　 安平町】

【8 　 厚真町】

【9 　 むかわ町（穂別地区のうち 10 を除く）】

【10　 むかわ町（穂別福山・楓・穂別長和地区）】

【11　 むかわ町（鵡川地区）・日高町（門別地区）】

【12　 平取町】

【13　 日高町（日高地区）・占冠村】

【14　 新冠町・新ひだか町（静内地区）】

【15　 新ひだか町（静中線）】

【16　 新ひだか町（三石地区）・浦河町】

【17　 様似町】

【18　 えりも町】

【6 　 苫小牧市（6-1 を除く）】

【2 　 室蘭市・登別市】

【3 　 伊達市（大滝地区を除く）・壮瞥町】

【4 　 伊達市（大滝地区）】

【5 　 白老町】

Ⅰ―１

出典：国土地理院ウェブサイト (https://www.gsi.go.jp/)

　　　地理院タイルを加工して作成

出典：国土地理院ウェブサイト (https://www.gsi.go.jp/)

　　　地理院タイルを加工して作成



骨材ゾーン区分

　ゾーン１
豊浦町全域
洞爺湖町全域
黒松内町（一般国道３７号沿線）
長万部町（静狩トンネル起点側坑口より豊浦側の一般国道３７号沿線）

　ゾーン２
室蘭市全域
登別市全域

　ゾーン３
伊達市（大滝地区除く全域）
壮瞥町全域

　ゾーン４
伊達市（大滝地区）

　ゾーン５
白老町全域

　ゾーン６
苫小牧市（苫小牧市丸山地区を除く全域）

　ゾーン６－１
苫小牧市丸山地区
なお、丸山地区とは一般国道２７６号KP=115.4（３６号交点から10kmの地点）
より起点側（支笏湖側）としている。

　ゾーン７
安平町全域

　ゾーン８
厚真町全域

　ゾーン９
むかわ町（穂別地区のうち、穂別福山、楓及び穂別長和地区を除く全域）

　ゾーン１０
むかわ町（穂別地区のうち、穂別福山、楓及び穂別長和地区）

　ゾーン１１
むかわ町（鵡川地区）
日高町（門別地区）

　ゾーン１２
平取町全域

　ゾーン１３
日高町（日高地区）
占冠村（一般国道２７４号沿線）

　ゾーン１４
新冠町全域
新ひだか町（静内地区のうち、主要道道静内中札内線（静中線：ゾーン１５区分）を除く全域）

　ゾーン１５
新ひだか町（静内地区のうち、主要道道静内中札内線（静中線）の開発道路指定区間沿線）

　ゾーン１６
新ひだか町（三石地区）
浦河町全域

　ゾーン１７
様似町全域

　ゾーン１８
えりも町全域

なお、詳細は室蘭開発建設部技術管理課までお問い合わせください。
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Ⅰ 骨材単価
Ⅰ．1　一般骨材

現場着価（円/m3）
規格

【ｿﾞｰﾝ№ 地区名】 当初 当初
【１ 豊浦町・洞爺湖町】 - -

【２ 室蘭市・登別市】 5,200 5,200

【３ 伊達市（大滝地区を除く）・壮瞥町】 - -

【４ 伊達市（大滝地区）】 - -

【５ 白老町】 4,300 4,300

【６ 苫小牧市】(６-１丸山を除く) 5,200 5,200

【６-１ 苫小牧市丸山】(注１) 5,900 5,900

【７ 安平町】 5,500 5,500

【８ 厚真町】(注２) 4,800 4,800

【９ むかわ町（穂別地区のうち１０を除く）】 4,500 4,500

【１０ むかわ町(穂別福山・楓・穂別長和)】 5,200 5,200

【１１ むかわ町（鵡川地区）・日高町（門別地区）】 4,600 4,600

【１２ 平取町】(注３) 4,600 4,600

【１２ 芽生及び豊糠地区の平取ﾀﾞﾑ関連工事】 4,900 4,900

【１３ 日高町（日高地区）・占冠村】(注４) 4,800 4,800

【１４ 新冠町・新ひだか町（静内地区）】 4,600 4,600

【１５ 新ひだか町（静中線）】 - -

【１６ 新ひだか町（三石地区）・浦河町】(注５) 5,150 5,150

【１６ 三石ﾀﾞﾑ関連工事】 5,800 5,800

【１７ 様似町】 - -

【１８ えりも町】 - -
(注１)　ｿﾞｰﾝ６-１「苫小牧市丸山」は、276号KP=115.4（36号交点から10kmの地点）より起点側（支笏湖側）である。

(注２)　ｿﾞｰﾝ８のうち、松浦橋(道道上幌内早来停車場線の頗美宇川に架かる橋)より起点側（旧穂別町側）においては、

　　　　 ｿﾞｰﾝ単価に依らず物件毎の単価設定が必要である。　

(注３)　ｿﾞｰﾝ１２のうち、芽生及び豊糠地区の平取ﾀﾞﾑ関連工事の切込砂利または玉砕混入80mm級及び40mm級は上表の通りとする。　

(注４)　ｿﾞｰﾝ１３のうち、日勝峠の一合目付近のｹﾞｰﾄ（千栄ｹﾞｰﾄ）より十勝側においては、ｿﾞｰﾝ単価に依らず物件毎の単価設定が必要である。

(注５)　ｿﾞｰﾝ１６のうち、三石ﾀﾞﾑ関連工事向けの切込砂利または玉砕混入80mm級及び40mm級は上表の通りとする。

Ⅰ．１．２　砕石類 現場着価（円/m3）
規格

【ｿﾞｰﾝ№ 地区名】 当初 当初
【１ 豊浦町・洞爺湖町】(注１) 4,900 4,900

【２ 室蘭市・登別市】 5,200 5,200

【３ 伊達市（大滝地区を除く）・壮瞥町】 4,700 4,700

【４ 伊達市（大滝地区）】 5,200 5,200

【５ 白老町】 - -

【６ 苫小牧市】(6-1丸山を除く) - -

【６-１ 苫小牧市丸山】 - -

【７ 安平町】 - -

【８ 厚真町】 - -

【９ むかわ町（穂別地区のうち１０を除く）】 - -

【１０ むかわ町(穂別福山・楓・穂別長和)】 - -

【１１ むかわ町（鵡川地区）・日高町（門別地区）】 - -

【１２ 平取町】 - -

【１３ 日高町（日高地区）・占冠村】(注２) 4,800 4,800

【１４ 新冠町・新ひだか町（静内地区）】 - -

【１５ 新ひだか町（静中線）】 - -

【１６ 新ひだか町（三石地区）・浦河町】 - -

【１７ 様似町】 3,500 3,600

【１８ えりも町】 - -
(注１)　ｿﾞｰﾝ１には、黒松内町・長万部町の一部を含む。

(注２)　ｿﾞｰﾝ１３のうち、日勝峠の一合目付近のｹﾞｰﾄ（千栄ｹﾞｰﾄ）より十勝側においては、ｿﾞｰﾝ単価に依らず物件毎の単価設定が必要である。

Ⅰ．１．１　砂利類
切込砂利または玉砕混入 切込砂利または玉砕混入

80mm級 40mm級

切込砕石 切込砕石
80mm級 40mm級

Ⅰ-2
室建20260401版



Ⅰ．１．３　割石類外(1) 現場着価（円/m3）
規格

【ｿﾞｰﾝ№ 地区名】 当初 当初
【１ 豊浦町・洞爺湖町】(注１,２) - 6,200

【２ 室蘭市・登別市】(注２) 4,500 6,800

【３ 伊達市（大滝地区除く）・壮瞥町】(注２) - 5,800

【４ 伊達市（大滝地区）】(注２) - 6,800

【５ 白老町】 4,000 -

【６ 苫小牧市】(６-１丸山を除く) 4,500 -

【６-１ 苫小牧市丸山】 - -

【７ 安平町】 - 7,100

【８ 厚真町】(注３) - 6,300

【９ むかわ町（穂別地区のうち１０を除く）】 - 6,000

【１０ むかわ町(穂別福山・楓・穂別長和)】 - 6,500

【１１ むかわ町（鵡川地区）・日高町（門別地区）】 - 6,100

【１２ 平取町】(注４) - 6,100

【１３ 日高町（日高地区）・占冠村】 - -

【１４ 新冠町・新ひだか町（静内地区）】 4,300 5,200

【１５ 新ひだか町（静中線）】 - -

【１６ 新ひだか町（三石地区）・浦河町】 - 5,750

【１７ 様似町】(注２) - 4,400

【１８ えりも町】 - -
(注１)　ｿﾞｰﾝ１には、黒松内町・長万部町の一部を含む。

(注２)　ｿﾞｰﾝ１（豊浦・洞爺湖）、ｿﾞｰﾝ２（室蘭・登別）、ｿﾞｰﾝ３（伊達・壮瞥）、ｿﾞｰﾝ４（大滝）、ｿﾞｰﾝ１７（様似）の栗石は、割栗石である。

(注３)　ｿﾞｰﾝ８のうち、松浦橋(道道上幌内早来停車場線の頗美宇川に架かる橋)より起点側（旧穂別町側）においては、

　　　　 ｿﾞｰﾝ単価に依らず物件毎の単価設定が必要である。　

(注４)　ｿﾞｰﾝ１２のうち、芽生及び豊糠地区の平取ﾀﾞﾑ関連工事においては、ｿﾞｰﾝ単価に依らず物件毎の単価設定が必要である。

Ⅰ．１．３　割石類外(2) 現場着価（円/m3）
規格

【ｿﾞｰﾝ№ 地区名】 当初
【１ 豊浦町・洞爺湖町】 -

【２ 室蘭市・登別市】 -

【３ 伊達市（大滝地区を除く）・壮瞥町】 -

【４ 伊達市（大滝地区）】 -

【５ 白老町】 -

【６ 苫小牧市】(6-1丸山を除く) -

【６-１ 苫小牧市丸山】 -

【７ 安平町】 8,100

【８ 厚真町】(注１) 8,100

【９ むかわ町（穂別地区のうち10を除く）】 7,800

【１０ むかわ町(穂別福山・楓・穂別長和)】 8,400

【１１ むかわ町（鵡川地区）・日高町（門別地区）】 7,600

【１２ 平取町】(注２) 7,600

【１３ 日高町（日高地区）・占冠村】(注３) 6,600

【１４ 新冠町・新ひだか町（静内地区）】 6,200

【１５ 新ひだか町（静中線）】 -

【１６ 新ひだか町（三石地区）・浦河町】 6,750

【１７ 様似町】 -

【１８ えりも町】 -
(注１)　ｿﾞｰﾝ８のうち、松浦橋(道道上幌内早来停車場線の頗美宇川に架かる橋)より起点側（旧穂別町側）においては、

　　　　 ｿﾞｰﾝ単価に依らず物件毎の単価設定が必要である。　

(注２)　ｿﾞｰﾝ１２のうち、芽生及び豊糠地区の平取ﾀﾞﾑ関連工事においては、ｿﾞｰﾝ単価に依らず物件毎の単価設定が必要である。

(注３)　ｿﾞｰﾝ１３のうち、日勝峠の一合目付近のｹﾞｰﾄ（千栄ｹﾞｰﾄ）より十勝側においては、ｿﾞｰﾝ単価に依らず物件毎の単価設定が必要である。

150mm～300mm程度

60mm～150mm程度
栗石

砕石ダスト

玉石
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Ⅰ．２　再生骨材
現場着価（円/m3）

規格

【ｿﾞｰﾝ№ 地区名】 当初 当初
【１ 豊浦町・洞爺湖町】(注２) 3,500 3,500

【２ 室蘭市・登別市】 3,600 3,600

【３ 伊達市（大滝地区を除く）・壮瞥町】 3,700 3,700

【４ 伊達市（大滝地区）】 4,000 4,000

【５ 白老町】 4,100 4,100

【６ 苫小牧市】(6-1丸山を除く) - 4,000

【６-１ 苫小牧市丸山】 - -

【７ 安平町】 - 4,600

【８ 厚真町】(注３) 4,600 4,600

【９ むかわ町（穂別地区のうち１０を除く）】 4,200 4,200

【１０ むかわ町(穂別福山・楓・穂別長和)】 4,900 4,900

【１１ むかわ町（鵡川地区）・日高町（門別地区）】 3,900 3,900

【１２ 平取町】(注４) 4,000 4,000

【１３ 日高町（日高地区）・占冠村】 - -

【１４ 新冠町・新ひだか町（静内地区）】 4,100 4,200

【１５ 新ひだか町（静中線）】 - -

【１６ 新ひだか町（三石地区）・浦河町】(注５) 4,650 4,750

【１７ 様似町】 4,500 4,500

【１８ えりも町】 4,500 4,500
(注１)　再生材の主原料は、道路工事や構造物解体工事等から発生する廃材であるため、その供給可能量は地域的・季節的要因によって

　　　　大きく変動することがある。このため、使用に際しては各地区における需給・廃材の発生状況に対する留意を必要とする。

(注２)　ｿﾞｰﾝ１には、黒松内町・長万部町の一部を含む。

(注３)　ｿﾞｰﾝ８のうち、松浦橋(道道上幌内早来停車場線の頗美宇川に架かる橋)より起点側（旧穂別町側）においては、

　　　　 ｿﾞｰﾝ単価に依らず物件毎の単価設定が必要である。　

(注４)　ｿﾞｰﾝ１２のうち、芽生及び豊糠地区の平取ﾀﾞﾑ関連工事においては、ｿﾞｰﾝ単価に依らず物件毎の単価設定が必要である。

(注５)　ｿﾞｰﾝ１６のうち、三石ダム関連工事向けにおいては、ｿﾞｰﾝ単価に依らず物件毎の単価設定が必要である。

現場着価（円/m3）
規格

【ｿﾞｰﾝ№ 地区名】 当初 当初
【１ 豊浦町・洞爺湖町】(注３) 3,300 3,300

【２ 室蘭市・登別市】(注４) 2,900 2,900

【３ 伊達市（大滝地区を除く）・壮瞥町】 3,400 3,400

【４ 伊達市（大滝地区）】 3,600 3,600

【５ 白老町】 - -

【６ 苫小牧市】(6-1丸山を除く) - 3,500

【６-１ 苫小牧市丸山】 - -

【７ 安平町】 - -

【８ 厚真町】 - -

【９ むかわ町（穂別地区のうち１０を除く）】 - -

【１０ むかわ町(穂別福山・楓・穂別長和)】 - -

【１１ むかわ町（鵡川地区）・日高町（門別地区）】 - -

【１２ 平取町】 - -

【１３ 日高町（日高地区）・占冠村】 - -

【１４ 新冠町・新ひだか町（静内地区）】 - -

【１５ 新ひだか町（静中線）】 - -

【１６ 新ひだか町（三石地区）・浦河町】 - -

【１７ 様似町】 - -

【１８ えりも町】 - -
(注１)　ｽﾗｸﾞ骨材80mm級については、高炉徐冷ｽﾗｸﾞと製鋼ｽﾗｸﾞを呼称80mm以下、4.75mmふるい通過20～65％で混合し、

　　　　その他はJIS A 5015に準拠したものである。

(注２)　ｽﾗｸﾞ骨材40mm級については、ＣＳ－４０（ＪＩＳ　Ａ　５０１５）相当品である。

(注３)　ｿﾞｰﾝ１には、黒松内町・長万部町の一部を含む。

（注４）　ｿﾞｰﾝ2登別市のうち、鷲別町・上鷲別町・美園町・若草町・栄町・新生町・若山町・大和町・富岸町・青葉町・緑町・桜木町においては

　　　　　ｿﾞｰﾝ単価を適用。それ以外の登別市においては、ｿﾞｰﾝ単価に依らず物件毎の単価設定が必要である。

80mm級 40mm級

再生骨材

スラグ骨材スラグ骨材

Ⅰ．２．１　再生骨材

80mm級 40mm級
再生骨材

Ⅰ．２．２　スラグ骨材
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Ⅰ．３　砂
現場着価（円/m3）

規格

【ｿﾞｰﾝ№ 地区名】 当初
【１ 豊浦町・洞爺湖町】 -

【２ 室蘭市・登別市】 4,500

【３ 伊達市（大滝地区を除く）・壮瞥町】 -

【４ 伊達市（大滝地区）】 -

【５ 白老町】 4,000

【６ 苫小牧市】 4,500

【６-１ 苫小牧市丸山】 -

【７ 安平町】 -

【８ 厚真町】(注１) 4,000

【９ むかわ町（穂別地区のうち１０を除く）】 4,500

【１０ むかわ町(穂別福山・楓・穂別長和)】 5,200

【１１ むかわ町（鵡川地区）・日高町（門別地区）】 4,400

【１２ 平取町】(注２) 4,400

【１３ 日高町（日高地区）・占冠村】(注３) 4,800

【１４ 新冠町・新ひだか町（静内地区）】 3,900

【１５ 新ひだか町（静中線）】 -

【１６ 新ひだか町（三石地区）・浦河町】 4,550

【１７ 様似町】 -

【１８ えりも町】 -
(注１)　ｿﾞｰﾝ８のうち、松浦橋(道道上幌内早来停車場線の頗美宇川に架かる橋)より起点側（旧穂別町側）においては、

　　　　 ｿﾞｰﾝ単価に依らず物件毎の単価設定が必要である。　

(注２)　ｿﾞｰﾝ１２のうち、芽生及び豊糠地区の平取ﾀﾞﾑ関連工事においては、ｿﾞｰﾝ単価に依らず物件毎の単価設定が必要である。

(注３)　ｿﾞｰﾝ１３のうち、日勝峠の一合目付近のｹﾞｰﾄ（千栄ｹﾞｰﾄ）より十勝側においては、ｿﾞｰﾝ単価に依らず物件毎の単価設定が必要である。

埋戻用
砂

Ⅰ．３．１　砂
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